










要旨 

10μl 以下の血液で,顆粒白血球による過酸化水素とスーパーオキサイドの放出を測定す

ることにより,慢性肉芽腫症の診断を可能とする方法を開発した。過酸化水素はホモワニリ

ン酸が酸化され発する螢光により,スーパーオキサイドはチトクローム C の還元による

550nm の吸光により測定した。この方法によれば,慢性肉芽腫症の診断は新生児期から可能

であり,さらに,採血後 40 分で検査が終了する。 


